ハ—扱いと操作 


本体の設置や接続、各部の名称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておいていただき 
たい基本的なことがらについて説明します。 


設置 (—22 ページ） . 本体の設置手順について説明しています。 

各部の名称と機能 (-35 ページ） . 本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説 

明しています。 


接続について (—39 ページ） . 本体にケーブルを接続する際の注意事項を記載し 

ています。 

基本的な操作 (-41 ぺージ） . 電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディ 

スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 
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設置 

本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 



A 注意 


0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近く 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケープルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください)。 

• 本体の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置の近くには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置すると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を 

貼り付けてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

ください。本体は3台まで積み重ねて置くこと 

ができます。 



ハ—ドウエアの取り扱いと操作 


23 



ツクへの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



m 

網 


0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


△注意 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


0 

/^\ A\ 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラ、ソウに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラッウから完全に引き出せないような狭い場所。 

«ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、泠蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近く 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじ ゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 
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• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を以下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説日月します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/38 に取り付ける場合は、オプションの「 N 8 143-39 
ラッウ取り付け用ブラケット」が必要です。取り付け手順については、 N 8 143-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 





0 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 iii 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 



△注意 


AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 


n -〇 ラック内部の温度上昇とエア フロー について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、ラック内部の温 
度が各装置から発する熱によって上昇し、動作保証温度 （10° C 〜 35° C ) を超え、誤動作を 
してしまうおそれがあります。運用中にラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック 
内部、および室内のエア フロー について十分な検討と対策をしてください。 


ハ—ドウ H アの取り扱いと操作 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。 



⑥& ⑦ ⑧⑨⑩ 

^ f ? I 


項番 

名称 

数量 

備考 

① 

マウントプラケット 

2 


② 

マウントホルダー ( L ) 

1 


③ 

マウントホルダー ( R ) 

1 


④ 

サポートブラケット 

2 


⑤ 

エクステンションブラケット 

2 


⑥ 

コアナット 

8 


⑦ 

ネジ A 

4 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 ワッシャ 
付き、マウントプラケットを本体に固定 
する際に使用する。 

⑧ 

ネジ B 

2 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 マウント 
ホルダーを本体に固定する際に使用 

⑨ 

ネジ C 

2 

皿ネジ、 M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 
エクステンションブラケットを固定する 
際に使用する。 

⑩ 

ネジ D 

6 

M 5 ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 

サボートブラケットをラックに固定する 
際に使用する。 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライパとマイナスドライパです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックへ取り付けます。 

I n-O NEC 製のラックの 5 ち、 N 8540 -28/29/38 への取り付けには N8 143-39 ラック取り 
眉^ 付け用ブラケットが必要となります。また、取り付け方法については N8 143-39 ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 

• マウントブラケットとマウントホルダーの取り付け 

1. マウントブラケットのネジ穴と本体側面のネジ穴を合わせる。 

2. マウントブラケットをネジ A(2 本)で本体に固定する。 

3. もう一方の側面にマウントブラケットを手順 1 〜 2 と同じ手順で取り付ける。 



4. マウントホルダーをネジ B (各1本)で本体に固定する。 



I チェック I 

それぞれ、エンボスをボス穴にはめ込んでください。 


ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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• コアナットの取り付け 

サボートブラケットを固定する位置に添付のコアナットを取り付けます。コアナットは 
ラックの前面(左右とも）に各2個、背面(左右とも）に各2個の合計8個取り付けます。 

コアナットは nu (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻印があります）。 1 U あたり、スロット（角穴）が3つありま 
す。3つのスロットのうち、ラック前面側では上の2つのスロットに、ラック背面側では 
上下のス□ットにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの内側から取り付けます。ラックの前面に取り付けたコアナット 
は、上側がサポートブラケット前面の固定に使用します。下側は本体に取り付けたマウ 
ントホルダーにあるセットスクリューの受けとなります。背面のコアナットはサポート 
ブラケット背面の固定用として使われます。 


ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックの四角穴に引っかけてからマイナ 
スドライパなどで上側のクリップを穴に差し込みます。 


I チェック」 


ラックの前後、左右に取り付けたコア 
ナットの高さが同じであることを確認 
してください。 



刻 



I_JDQ p 口 pppop p P 



ア 

n 
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• サボートブラケットの取り付け 


サポートブラケットを引き延ばす。 



2. <ラックの前後の奥行きが700 mm 以上の場合のみ> 

ラックの前後の奥行きが 700mm 以上の場合のみ以下の手順を行います。 

① サポートブラケットの一方を引きブ 
ラケットを分解する。 

② エクステンションプラケットを一方 
のブラケットに差し込む。 


エクステンション 

ブラケット 



(3) エクステンションブラケットをネジ 
C(1 本)で固定する。 



ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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④もう一方のプラケットをエクステン 
シヨンプラケットに差し込む。 




4. 一度取り外して、サポートプラケットの 
四角穴がブラケットで完全に隠れている 
ことを確認する。 

完全に隠れていたら、再度、ラ、ソクに取 
り付けて < ださい。 
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5. サポートブラケットを支えながら、ネジ 
D (3 本)でラックに固定する。 


^ Wvm 

サボートブラケットが水平に取り付け 
られていることを確認してください。 


ネジ D 


本体のセツトスクリューの 
受けに使用する 



m 


ラック前面側 


ラック背面側 


サボートブラケットのネジ穴は多少上下にずらすことができる程度のクリアランスを持ってい 
ます。初めて取り付ける場合は、コアナットのネジ穴がサボートブラケットのネジ穴の中央に 
位置するようにしてから固定してください。もし、本体を取り付けたときに本体の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本体を取り出してサポートブラケットの固定位置を 
調整してください(ぶつかる装置の取り付け位置も調整する必要がある場合もあります)。 


6. もう一方のサボートブラケットを手順1〜5と同じ手順で取り付ける。 


I チェック I 

すでに取り付けているサボートプラケットと同じ高さに取り付けていることを確認してくださ 
い。 


本体の取り付け 

取り付けは1人でもできますが、なるべく複数名で行ラことをお勧めします。 


1. 本体の前面が手前になるよラにして持 
〇〇 

2 . 本体側面にあるマウントプラケットをサ 
ポートブラケットに差し込みながらラッ 
クへ押し込む。 


本体の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場合は、いったん本体を取り出し 
てサボートブラケットの固定位置を調 
整してください(ぶつかる装置の取り付 
け位置も調整する必要がある場合もあ 
ります）。 




ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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• 本体の固定 



リュ ー 



以上で完了です。 
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取り外し手順 


次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
名で行うことをお勧めします。 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

鲁ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
• 動作中に装置をラックから引き出さない 


フロントべゼルのロックを解除する。 





2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体の電源を〇 FF ( POWER ランプ消灯） 
にする。 



4. 本体前面にある UID スイッチを押して、 
UID ランプを点灯させる。 

5. 本体に接続しているすべてのケープル、 
および電源コードを取り外す。 


I チェック] 


本体背面のケープルや電源コードを取 
り外す前に UID ランプで取り外そうと 
している装置であることを確認してく 
ださい。 


〇 ~^~00000000000000000000000 o~i (x) _ 

□ 〇) □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'— 
□ ^ . _, □□□□□□□□□□ □□ 


POWER ランプ 


UD ランプ 


ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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6. 前面の左右にあるセットスクリューをゆ 
るめて、ハンドルを持ってゆっくりと 
ラックがら引き出す。 

本体の両端をしっかりと持てる位置(約 
1 5 cm ほど)までゆっくりと静かにラック 
から引き出してください。 



本体を引き出しすぎると、サボートブ 
ラケットから外れて落下するおそれが 
あります。 

セツ 




7. 本体の左右底面をしっかりと持って取り外し、じょうぶで平らな机の上に置く。 

In-ODra 

|本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックから取り外してください。 

ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してください。 
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各部の名称と機能 


本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


① フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護するカパー。添付 
のセキュリティキーでロックすることができる。 

② キースロット 

フロントぺゼルのロックを解除するセキュリティキーの差 
し〇〇 

③ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。 

④ STATUS ランプ(緑色/アンバー色） 

ハードウエアの状態を表示するランプ。正常に動作してい 
る間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンパー色に点 
灯、または点滅する。 

⑤ DISK ACCESS ランプ(緑色） 

取り付けているディスクが動作しているときに点灯する。 

⑧ UID ランプ(黄色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフトウエアからの 
コマンドによっても点灯する）。 

⑦ ACT / LINK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続しているハプなどのデバイスと 
リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する。丸数字の後の数字は ri 」 が 
LAN ポート1用で、「2」が LAN ポート2用を示す。 

⑧ 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み出しを行う装置。 

(8)-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 ディスク揷入口 
(8)-3 イジエクトボタン 

⑨ CD - ROM ドライブ 
CD - ROM の読み出しを行う装置。 


③④⑤ 








⑱ 


⑪ 


⑨ -1 

ディスクアクセスランプ 


⑨ -2 
⑨ -3 

CD トレーイジェクトポタン 

エマージェンシーホール 

⑬ 


POWER スイッチ 

電源を〇 N / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプが 
点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと電源を OFR こす 
る。4秒以上押し続けると強制的にシャットダウンする。 

LMD (ユ ニッ ト ID ) スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを〇 N / OFF するスイッチ。ス 
イッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押すと 
消灯する。 

シリアルポート B(COM B ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 

DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 


ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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本体背面 


シリアルポート A(COM A ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 

LAN コネクタ 

1 0OBASE-TX/1OBASE-T と接続するコネクタ。 LAN 
上のネットワークシステムと接続する。丸数字の後の 
数字は1"1」が LAN ポート1で、「2」が LAN ポート2を示 
す。 

ACT / LINK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続しているハプなどのデパイ 
スとリンクしているときに緑色に点灯し、アクティブ 
な状態にあるときに緑色に点滅する。 

100 TX ランプ(黄色または緑色） 

ネットワークポートが100 Mbps で動作しているときに 
黄色または緑色に点灯する。 10Mbps で動作していると 
きは消灯する。 

POWER ランプ(緑色/アンノ (一色） 

電源コードがコンセントとつながっていて AC 電源が本 
体に供給されている間、アンパー色に点灯する（背面側 
ランプのみの機能)。電源を ON にする （DC 電源が本体に 
供給される）と緑色に点灯する。 



⑥ UID ランプ(黄色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフトウエアから 
のコマンドによっても点灯する）。 

© 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する。 


本体内部 



⑧ 


①② 


③ 


④ 


⑤ 


①這 ③④⑤ ® G®® 
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ランプ表示 


本体前面には8個、背面には10個のランプがあります。ランプの表示とその意味は次のとお 
りです。 


POWER ランプ (f) 

本体前面と背面に各1個あります。本体の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。 

背面側の POWER ランプのみ AC / DC 電源の供給状態を表示します。電源コードが接続され、 
AC 電源が本体に供給されると POWER ランプはアンパー色に点灯します。本体の電源を ON 
にし、電源ユニットから DC 電源が供給されると、 POWER ランプは緑色に点灯します(前面 
の POWER ランプも同時に緑色に点灯します）。 


STATUS ランプ (▲) 

本体前面にあります。ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンパー色に点灯/点 
滅しているときはハードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

異常が起きたときは保守サービス会社に連絡してください。 

■|i • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

r^j を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合は、強制電源 OFF をするか (42 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動さ 
せてください。 


DISK ACCESS ランプ (i) 

本体前面にあります 。 DISK ACCESS ランプは本体内部のハードディスクや CD - ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点灯します。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面にある UID スイッチを押すと点灯しもう一度押 
すと消灯します。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときな 
どに使用することができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを 
点灯させておくと、対象装置を間違えずに作業することができます。 


ハ—ドウエアの取り扱いと操作 
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ACT/LINK ランプ 

本体前面に 2 個、背面 ( LAN コネクタ部分)に各1個あります。本体標準装備のネットワーウ 
ポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されてい 
る場合に点灯します ( LINK )。 ネットワーウポートが送受信を行っているときに点滅します 
( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケープルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□—ラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフロッピーディスクドライブと CD - ROM ドライプのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが100 BASE - TX か、 10 BASE - T のどちらのネットワークインタフエースで動作され 
ているかを示します。点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示しま 
す。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセント 
につなげます。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 iii 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


△注意 

/ h \ / k \ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 指定以外のコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

• 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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シリアルインタフェース 
を持つ装置(管理クライ 
アントなど） 



前面 


MOIOIB 




^Ji 1 | Closss 日 ® c 

b ° o ° o ° 

D © o 


シリアルインタ 
フエー スを持つ装置 
(UPS など） 



内部 LAN 外部 LAN 予備 


DMZ 


n-O • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してください。 ON の状態の 
BEI まま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NEC 以外(サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることをあらかじめ確認し 
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• PCI ス□ットに搭載されている LAN ポードに接続したケーブルを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポー 
卜を破損しないよう十分に注意してください。 


ケーブルを接続した後は、ケーブルタイなどでケープルが絡まないよラに束ねてください。 


I n -0 ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後ケーブルがラックのドアや側面のガイ 
ドレールなどに当たらないようフォーミングしてください。 
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基本的な操作 


ハードウェアの基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼル 


ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフロッピーディスクドライプ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフロントぺゼルを取り外します(卓上に設置した場合は、フロントぺゼル 
を取り付けることはできません)。 

ptO フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ 
Btt 马 ん。 


1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントぺゼル側に軽く押しながら 
回してロックを解除する。 



2. フロントぺゼルの右端を軽く持って手前 
に引<。 

3. フロントぺゼルを左に少しスライドさせ 
てタブをフレームがら外して本体から取 
り外す。 


フロントぺゼルを取り付けるときは、フ□ント 了レーム 

ぺゼルの左端のタブを本体のフレームに引つか 
けるようにしながら取り付けます。取り付けた 
後はセキュリティのためにもキーでロックして 
ください。 
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本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 

1. ラックに搭載している場合は、フロントべゼルを取り外す。 


2. フロッピーディスクドライプにフロッ 
ピーディスクをセツトしていないことを 
確認する。 


3. 本体前面にある POWER スイッチを押 
す。 



本体前面および背面の POWER ランプが 
緑色に点灯します。 


POWER スイッチ 


電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます(約5秒間)。初期診断中は POWER 
スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほど時間をおいてから POWER ス 
イッチを押してください。 


電源の OFF は、管理クライアント（コンソール）を本体のシリアルポート B(COM B ) に接続 
し、 root で□グインしてから、 shutdown コマンドを実行します。 

# shutdown-h now 

シャットダウン処理の後、自動的に電源が OFF になります。 

再起動をする際もコンソールを本体に接続し、 root で□ヴインしてから、 shutdown コマン 
ドを実行します。 

# shutdown-r now 

約3分でシステムが再起動します。 

shutdown コマンドで電源を OFF にできないときは、前面の POWER スイッチを押してくだ 
さい。それでも電源が OFF にならない場合は、 POWER スイッチを約4秒以上押し続けてく 
ださい(強制電源 OFF ) 。システムが強制的に電源 OFF となります。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード） • 保存(ライト）を行うこ 
とのできる 3.5 インチフ□ッビーディスクドライプが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□ツピーデイスク （ 1 .44 M パイト）と 2 DD フロツピーデイスク (720 K パイ 
卜）を使用することができます。 


フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が0 N 
( POWER ランプ点灯)になっていることを確認してください。 

フロッピ— ディスクを フ□ッ ピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライプのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライプが 
ら取り出せます。 

^ * フォーマット済みのフロッピーディスクを使用してください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり、再起動するとフロッ 
ピーディスクから起動します。フロッピーディスク内にシステムがないと起動できませ 
ん〇 

• フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディ 
スクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライプにはていねいに奧まで挿入してください。 

• ラペルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やポールペンで直接フロッピーディスウに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴ5やほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フロッピーディスクの上に物を置かないでください。 

* 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 
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クリツプなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 


フロッピーディスウは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプロテクト（書き込み禁止） 
ができるようになっています。ライトプロテクトされ 
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます 
が、ディスクの フォーマッ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ 
スウは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクの 
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 



トスイツチで行います。 


フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にパックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付されて 
いるフロッピーディスウは必ずパックアップをとってください。） 















CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライプがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み出し専用のコ 
ンパクトデイスウ）のデータを読むための装置です。 



△注意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセ、ソトします。 

CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトする前に本体の電源が ON ( POWER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライプ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽<持って手前に引き出し、卜 
レーが止まるまで引き出す。 


4. CD - ROM の文字が印刷されている面を上 
にしてトレーの上に静かに、確実に置 
< 〇 


5. 右囡のように片方の手でトレーを持ちな 
がら、もう一方の手でトレーの中心にあ 
る駆動部分に CD - ROM の穴がはまるよう 
に指で押して、トレーにセットする。 
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6. トレーの前面を軽 < 押して元に戻す。 



CD - ROM の取り出しは、 CD - ROM をセツトするときと同じように CD トレーイジエクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときは CD にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェウトボタンを押す前にアウセスランプが点灯していないことを確認してください。 


右図のように、片方の手でトレーを持ち、 もう 一 
方の手でトレーの中心にある,駆動部分を押さえな 
がら CD - ROM の端を軽くつまみ上げるようにして 
トレーから取り出します。 

CD - ROM を取り出したらトレーを元に戻してくだ 
さい。 



取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り出せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 


2 . 


直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面右側にあ 
る エマー ジェンシー ホー ルに差し込ん 
で、トレーが出てくるまでゆっくりと押 
す。 


離観燃燃 


=口 

L 

日 





• つま楊枝やプラスチックなど折れ 
やすいものを使用しないでくださ 
い0 

• 上記の手順を行っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


エマージェンシーホール 


3. トレーを持って引き出す。 

4. CD - R 〇 M を取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 
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CD - ROM の取り扱いについて 

使用する CD - ROM は次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD - ROM にラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やポールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高<なる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ペンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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LMD スイッチ-本体の確認- 


複数の機器を1つのラッウに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「 UID (ユニツト ID ) ランプ」がもうけられてい 
ます。 


UID スイッチ 


UID ランプ 


前面にある UID (ユニッ HD ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラッウ背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフエースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守 
する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 


PI ： 本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 

[ F ント]す。 
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